
;戸川明;*"，.~f~;円ò"".''f・~\附村山ヂ療開E務FY内弔問~'

( -)' ね泊、
• 

まい報
↓・
康

T 

伊み

年

三十三年度上宇却i卜二月来日におげる今金町の財政状況のめらま Lか
1お知らぜいに Lます

昭和u年2月15日発行

昭 和 財政事情i可金今度一一一
-(--.一一ーーーー~

(.52 j苦}

ら仇
のU

U
1
n

・、釘
A

t
d

p

、f

日川

山

路

側

珂

F

過
去
山
部

一
一川

敏

定

詰

一に
岨
方
叫

一
肉

t

t

間

一置
法
M
市

一
三
引
叫
酔
沢
醐
同

一地
方
M
d
i

十
今
ノ
ム
ド
広
間
戸
訴
内
一
位
向
い
、
川端

一

今

総

d

一

一
師

人

人

今

者

一

申

目

誌
が
立
ち
.

一
行

行

川

県

‘

刷

一妊
転
の
ふ
庁
百
し
t
H
せ

一

弘

見

調

印

一刑
判
A
e
あ
り
ま
す
.

1
li

l

l

-
i

:

 

一唱
和
二
十

ι
け
の
仙川
方
財
政
問
一

L
ル

L
M明
tH
U
6と

一即
由
政
官
ゆ

か
行

h
w
t
i

一
い
ま
A
u
n
公
悦
也
吋
策

地
方
財
政
の
推
移
三
課
題

一h
k
q
mげ
れ
十
石
川
七
日
叫
叫
i
M

一j
れ
た
分
融
引
締
由
此
簡
に
よ
一
ら
の
開
制
が
今
後
E
P
L

地
方
自
治
法
的
施
一行
い
ら
い
一
た
り
有
力
な
粥
力
財
一
四
セ
あ
っ

一り
赤
字
額
U
益
々
品
加
L
・
地
一始
時
服
ロ
れ
る
か
は
ヰ
測
a

地
方
行
政
の
民
主
化
d
五
定
化
一た
地
方
交
付
肢
が
ド
ツ
チ
ラ
イ
一
方
財
ぽ
は
附
邸
の
ど
ん
底
に
陥
一ま
せ
ん
が
地
主
町
瞳
磁
L

O
た
め
・
幾
多
の
曲
併
と
陶
磁一
y
に
基
〈
引
鮒
耐
乏
叫
術
に
よ
一
る
に
歪
つ
士
の
で
あ
る

一め
・
財
削
純
金
化
史
白
血

が
仲
っ
た
に
L
て
も
、
儲
か
に
一
っ

て
半
以
さ
れ、

ニ
の
肱
鮒
謹
一

こ
こ
に
お
い
て
再
び
岨
方
附
一
今
佳
ζ
も
強
力
に
出
抽
出
し

成
h
H
L
・
多
火
山
此
援
金
刷
め
一岱
由
一地
方
M
叫
を
浪
曲
叫
と
し
て
一政
w
h
伸
討
が
加
え
り
れ
述
か
に
一
れ
ば

川れ

ま
性
ん
・

て
米
た
の
で
あ
る
.

一

I
I
l
l
i
-
-
}
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
I
l
l
1
1
1
1
1ー

そ
の
主
な
も
の
を
惜
げ
る
な

一

一

助
築
由
上
、
自
主
的
に
防
曲

玲

お

白

地

方

自

信

一

本

年

度

予

算

の

編

成

三

百
一
一
計
時
計
一
一

m
M

H

北
村
山
附
山
間
印
刷
一

そ
の
後
の
財
政
糊
況

一日
付
制
山
内
純
一
川

全
財
政
確
立

へ
の
ぼ
山
ー
で
あ

っ

一

一

ま
す
.

ち

一

当

初

予

算

の

編

成

方

針

一生
含
む
一二
γ
一一
年
度
予
算
は
英
一

し
た
が
う

て
、
帥
全
叫

同
和
二
十
二
年
以
の
い
わ
ゆ
一

ー
に
一

也

一可
九
百
官
川
余
白

4
一保
っ
た
山
に
、
予
舗
M

酬
が

る
六

・
=一
刷酬の
実
怖
に
始
ま
り
一
志
年
段
干
叫
銅
山
胤
に
あ
た
り
一般
に
諸
L
-
た
め
に
二
千
入
百
一悦
町
、
お
の
ず
と
間
制
』

当
時
白
イ

シ
フ

レ
の
品
地
忙
よ
一
て
は
、
財
仙凪
川叫ん
i
に
u
w
仏匹
、
縦
一五
・1
万
円
亦
ヲ
士
川
す
に
い
た
一
と
に
な
り
ま
し
た
が、

ヱ

る
経
剖
山
晴
加
に
作
う
て
加
方
一力
成
入
の
府
刷
協
保
と
蹴
出
の

一
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
・

一

師"は
明
ら
れ
亡
お
り
ま
み

財
政
H
糊
〈
苦
1
み
始
め
た
。
一
節
減
に
正
点
を
お
い
た
の

で
あ
-

こ
こ
に
於
き
ー
し
て
赤
字
対
一
消
目
的
な
駒
付
世
や
人
仙

引
き
つ
づ
い
て
替
相
制
肱
竺
り
ま
す
が
、
制
承
知
的
如
〈
附
一策
は、

政
府
油
連
に
よ
る
今
後
一極
力
帆
削
減
L・

摘出鼎
的
防

改
正
に
件
っ
て
則
凶
僻
必
は
相
一和
一J
十
入
、
九
川
の
時
時
凶
作
一
の
超
悦
抑
制
そ
の
他
的
制
剛
一
ι内
生
叫
に
砲
粘
仁
士
血

加
企
業
し
た
の
で
あ
る
が
、
相
↑
に
亦
州
制
一
-
一
十
午
以
氷
山
水
由
一
の
た
め
組
め
て
深
刻
で
あ
り
ま
一栄
主
主
佐
設
的
な
哨
諜
，

和
二
十
三
年
白
川
肌
財
政
側
旺
由
一
と
相
次
ぐ
冷
見
軒
に
よ
り
、
そ

一す
の
e
ζ
れ
L
Z
山
山岨

rる
と
き
一生
州
る
こ
と
に
倒
世
L、

欧
化
に
よ
り
剛
方
税
の
J

へ
側
恥
一
的
組
川
と
技
師
対
術
に
山
討
す
る
‘は
、
今
曲
目
財
的制血
管
に
盟
大
一
町
民
生
川
山
川
川
副
榊
鰯

加
が
な
さ
れ
一
時
的
に
結
晶
さ
一u
H
貨
の
刷
協
全
米
た
し
‘
又
-
一
な
る
影
響
を
及
げ
が，
航
製
に
な
一る
よ
う
?
坪
の
揃
哨

れ
た
叫
が
あ
っ
た
.

一方
町
民
参
品
ゅ
の
M
M
濯
で
あ
っ
た
り
ま
す
山
で
、

現
布
叫
町
財
政
一の
で
あ
り
ま
す
b

し
か
し
附
和
二
十
凶
作咋
に
い

一旧日制
直
径
前
倒
弘
引
設
工
引
等
-の
現
況
丑
H
U
附
米
の
状
況
等
生
一

-
噌

E
Ed
M
E
E
h
u
ql
l計
酢
4
1
i
H
4
1
J
M
v
st
Itl
l
B
'
A
H
r
-
-
M
u
t
-
d肘
'
E
1
H
q
I
B
A
U
V
E
E
h
M司

、3

輔、

b. 

よ

各種町税の収入状

入 単位'f円 33.12.3H見夜

竺 日lh器|男JTE望都弘!日ji在日勾
町 蹴 129.345 1 J .654 1 30凶り 126.'10' 

j~! 万交 付此 1 21.264 1 8.8叫 130. /O.~ 1 28.966 
R君 臨 蚊入 1 6..29 1 ー 6.4~'.J 2.793 

分相主政負制世 430 1 437 1 867 1 ./113 
使川下!及手数料 1.'39 1 A .195 1 1. H. 1 7jl 
I~ .111，支出企 1 5.3l7 1 3.027 1 8.38.. 1 4山 1
道支 出 宜 2.336 1 477 1 2.813 1 1.3由
討 付 金 675 1 180 1 出5 I 465 

雑 収入 1.9'" 1 560 1 2.5"" 1 1. 228 

|町 債 7酬 178酬 i白川 1 5刷

続入合計 116.219 1 42例目 1119.199 1 12.50日

/Ufl 

905 

11.221 
2.217 
8.5H 

8."02 
I .O，J.3 

20.049 

3.764 
1.9，，9" 

，10 

tJOl 
5.825 
29，515 

五韮

叫
H
F

保 健 術 生貨

産業経 済制

財 産 世

枇骨r訓査開

胤 stoL甜

公 i!l校

目白 支出企

v 刷世

蹴出合 計

五量

科 J目

減 会 1量
役掛 悦

消防幽

土 木 也

教 育櫨
1 .^V. .~;"M. IiI:;: ';H. 

@ 別表
y 

-月末句現在D町民出入白状況 L 別長:IDDとおりで.制.t;祖と技人と心

・・比串ま七包括となコており、昨平同期D七二揺に比イて五軍司崎ーとなっず・ ・・

Hります.又町民ー人当り由自主且阻111は二、回:)'ILcrJです. ."1'・・
"瑚

町税牧入措置 -'~駒 内一一 帯Fアー
単位千円一一34.'.31現由

目 |現行予算制!吋狐 !収入削!糊入制国I224安説明
8. 793lJI 9.505 1 7.93' 1 1.571 1 卯 1. 83 
11.753 1 16.270 1 10.6日 1 5.627 1 9Q 1 65 

180 1 225 1 200 1 25 l' 111 1 B8 
:.9田 1 2日1 1 2.臼7 1 0 1芳 田 1 1曲
1.255 1 1.144 1 1.1.ji 1 0 1 91 1 曲

97 1 ア71 <1 1361 42153 
625 1 783 1 6ゆ3 1 95 1 110，1 87 

@ 別表

:;2J212i; 4

3

0

3

 

4
0

t

O

 

7

0

3

7

 

4

J

6

 'JM 

こ
と
に
な
り
ま
す

生
所
有
し
て
い
る

九
九
二
円
白
財
返

-
世
帯
当
り
八
六

六
、
一
入
二
円
、

町
民
一
人
当
り
一

加
と
な
っ

て
お
り

一
=
=
二
千
円
向
精

あ
わ
せ
て

}
入、

一
、

O
六
六
千
間

千
円
、

制山
企
等
で

で

コ
ハ
.
三
十10

コ
O
六
千
円
、

拙
物

~
比
べ
土
地
一
、

O

一

一

り

で
.
昨
年
度
に

〈

F

(
t

は
別
世
③
の
と
お

町
有
財
産
の
現
況

一

別 表 ③

lilI→bI I ;ui :rlアFIEF
τ可否-JlI!Iτoi"7>>了 13.M4f:両
ム咽lそ由 i由 113，99同 19.827 
'"物 17，366" 1 171.167 
粗 金 等 | ー 3.6即

.g-一一」比 一一二一一!ー盟二割r

町民一人当り 16.182内
τ E帯当汗了一一一一ーっ- 86.99調I

… m … ~.~~_J，..，ijj叫山一 川叫ー叫崎臨白色刷齢

昨
年
に
比
ぺ
で

か
な
り
の
増

昨
年
の
屠
場
利
用
紙
況

昨
年

一
年
聞
に
町
脅
侶
叫
で
一平
が
自
立
っ
て
培
え
た
よ
う
で

処
脱
さ
れ
た
家
訟
は
、
大
小
合
一
こ
れ
は
ゾ

Y
V
ス
カ
シ
制
酬
が
臨
司

せ
て
て

三
ニ
ニ
出
酬
で
例
年
の
一
ん
に
な
っ
た
則
象
で
は
な
い
で
一

一
、

一
同
六
湖
に
比
べ

一
七
六
一し
ょ
う
か
・

一

扇
町
場
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
一

家
市
刀
械
設
川
絶
対
に
し
な
一

な
お
こ
れ
を
叶
刻
す
る
と
別
一い
よ
ろ
是
非
情
叫
土
利
用
し
て
一

表
の
と
お
り
と
な
っ

て
お
り
緬
一下
さ
い
.

各家務別庶民L利JIl状況

耕 f dd 

f. 
算
』品

成
の
状
I氾

基
キ
ペ
成
入
に
鈴
て
は
年
間
雄
一

ほ

ん

と

う

に

。h
u
u
u
ι
t

噌
買
に
岐
入
の
見
込
額
生
計
上
L
L

続
出
に
つ
い
て
は
、
消
岨
目
的
目
竺

郵

便

局

の

定

納

貯

金

叩

示

す

と
お
り
じ
六
、
一慨
は
帳
力
加
減
し
、
文
投
資
的
一ー
バ

lk
刊
川
山
町
川
訟
で
楽
し
い

と
E
主
1
円
、
川
保
骨
川
一
O
一位
慨
に
お
い
て
も
適
切
な
ろ
臥
一拶
と
幸
躍
が
つ
か
め
る

「
幸
辺

、
h

七
O
九
千
円
、
公
品
切
障
会
一鮒
宇
加
え
.
必
一昨
最
少
制
度
目

一の
定
傾
貯
金
」
が
二
月
一

日
か

必
州
市一一一一

O
千
円
、
凶
叫
会
計
四
一経
償
金
計
上
し
も
っ
て
行
政
水
一h

z
T月
十
日
ま
で
守
一
間
同
一
郵
似

h
二
五
千
円
ー
な
っ
て
お
り
、
昨
一線
引
低
下
主
た
さ
な
い

よ
日
一向

か
ら
去

さ

れ
ま
す
・

一
町
二
年
度
陀
比
L
、

一
般
会
計
で
-
一昨
路
す
る
と
共
に
、

今
年
度
同
一

こ
の
度
出
発
行
総
傾
は
四
O

附
骨
、
0
0
0
千
川
山
訴
と
な
り
一方
交
付
税
引
改
止
に
よ
る
噛
加
一俄

円
で
北
海
道
で
は
一一
位
刊
が

b
ま
し
た
P

こ
れ
は
立
に
辿
ベ
ま
一見

込

貫

主

立

精

肋

J
り
出
さ
れ、

持
政

A
=一
十
万

羽

で

お
〈
ま
ず
お

日
に
赤
字
附
一の
大
宗
は
山
中
げ
て
赤
字
州
て
ん
一川
金
は
じ
め

g
l十万
円

一

型

消
吋
術
の
仰

ι
C
40一に
2
2方
針
で
す
・

一帯

百

円

以
下
総
当
り
に
な
る

川

川
町

剛

山

川

山

川

刷

似

出

M
m
m
捌

別
密

闘
っ
て
こ
れ

y
組
本
方
針
に

一

一誌

に
な
っ

て
お
り
ま
す
@

z，
L

I

L
ι
L

L

L

7

t

o

仏
日

8
m
-一，

p

-

-

1

・

I
'

一

特
に

「第
十
六
幸
迎
白
定
欄

E

l

-

-

2

3

n

慰

vp
a
m巨
匠

乃

里

直

面

会

話

回

門

第

十
五
閲
〕

!
I
l
l
i
--
l
i1
1
1
1
1
I
ll
i
--

哨
~

2
1
E
-
1
6
革

主

一

調
h
M
F

J

1

-

一

一

よ

り

、

」

位

現

せ

ん

車

が

非

常

ず

岬

一

Z
3
3一
日

記

一

捌

習

を
の
桂
財
政
情
話

及
び
蚊
一道

路

埋

ま

維

持
政
良
慣
が
一

ιょ

t
E
A
2〔前

j
一

ふ

I

H

U

リ

ア
術
史
容
叫
に
特
い
十
二
月
末
一一

、
0
0
0
#
円
、
都
市
計
画
一附

六
本
〉
特
質
告
が
入
士
士

円
一I

l
l

i

-

-

l

i

l

-

-
作

一
ま
で
に
、
四
二
、
九
人

O
千
円
一宮

六

三
O
千
円

一附
則
六
十
三

二

審

七
一
三

組

8

6

6

7

I

4

7

0

5

5

2

8

間
岬
一
白
泊
加
盟
民
生
行
い
予
鮮
総
額
十
保
険
補
陀
担
で

目、

鈴
恨
所
↑本

(
前
回
一点
三
国
本
〉
と
な
っ

車
一
M
帥

師

同

M

M

M

向

m

n

出

引

既
訟
に
お
い
て

二

九‘

一
九
九
千
一世
出
放
に
医
耐
性
宅
敷
岨
悶
牧
て
お
り
、
す
え
保
則
州
も

一
ケ

!
『
1

H

2

5

H

J

却

6

1

7

3

叩
怒
帆

刊
と
な
り
ま
し
た
・

一泊
七

一
わ
千
円

.
u磁
嗣
留
合

4

年
で
す
か
ら
牒
れ
に
も
車問
し
め

戦
『
こ
の
祖
加
の
キ
な
も
曲
全
穆
げ
一川
修
世
二
凶
O
千
円
、

闘
保
診

る
手
頃
な
貯
金
と
い
え
ま
し
ょ

嶋一
ま
す
と
噌

一線
川
附
物
工
駒
山
円
円
三
七
千
問
一う
・

品
川
ヤ
土
木
費
に
お
い
て
は
、
新
朋
一
路
宜
出
金
で
は
前
年
度
繰
上
一

お
聞
も
と
め
は
最
梅
の
郵
似

病一

由
花
境
線
道
山
、
山
n
n陥
、
加
一売
川
金
二
入
、
五

O
O千
円
赤
一局
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
.

い
一川
線
噂
附
各
世

un川
工
酬
と
一宇
州
て
ん
金
五、

0
0
0
千
円
-

な
お
仙
せ
ん
は
三
月
二
十
日

時一
渦
年
限
世
智
由

世
U
川
布
伴
鋭
等
で
何
れ
恥
町
発
似
上
巳
む
佐
川
増
古
山
支
払
円
三
月
一
一
一
J

，“

笠

悌
、
濁
川
淵
柑
山
明
相
似
川

-1m引
な
い
県
川
山
泊
加
と
な
っ
た
E

か
b
士
川
的
制
抑
制
向
で
支
払
う

“一〓
輔
b
Z
AWめ=一
、
況
の
の

T
内
.
一次
第
で
す
。

一こ
と
に
む
っ
て
担
り
ま
す
.

|説
町 民 段

同定資産院

紅白動車悦

た ばこ 消費民

電気 えr i' f.比
舗 陸 駄

木材iJl耽挽

EE52232市町 4.7叫

l日.法tによる挽蚊入 34~

r目 的 批 223

1 音肘 13ο999
l町 民ト人1当り白亜112.409 

二日 f;-HL
と〈

現守蓄ず築23
E1，Mるい

あした
7

6

 

3

8

 

小
す

、
瓜幽......... 白描

，1、 53 1 104 

肱 372 1 378 

緬 羊 '1 1 48 

一 一一一山羊 o1 

E十 11.146 1 1.322 

ぉ.... 

，¥詰

一円..It...，，:......-'n.....~... -"-~ ..... ~ __ 



，
 

B
 

、. 

f 

fミ

，
 

A
司

J

1

1

 

1
1
d

，，
 

， 
可'v 

一に
放
認

。
見
辿
l
H
切
る
い
.

-

一@

迫

LT
制
今
金
H
喧
利
附
間
十

』
V

一

改
1H
工
哨
1Ah，ひ
比
中
一一線
五
一

I
L

一

次

郎

町

長

一

川
引

け

い

れ

り
五
仁

川

上
京
総
皆

一mupH川州
生
以
て
M
加
山
口出
込
巴
一

ー

J

公
郎
刷
-h
u
、
米
年
肱
ey純一
@

AUlAW
W
沿
い川
世
m
佐

一

明

刷
工
場
心
な
か
に
は
以
料
一あ
る
・

-

一

山
川

一被
内
心
た
川
仰
山
か
た

.hた
、
一

つ
い
て

一が
不
足
し
て
い
る
E
以
も
あ
り
一@

テ

プ
タ
ワリ
y
f
f
沢
点
省
一

羽
刑γ

'M
拠
出
山
山
一拠
地
、
仕出
開
山
総
一

附
利
三
十
円
作
に
お
い
て
帆凪
一
ア
スパ

ラ
ガ
ユ
の
一精
米
に
は
容
一

切
此
F
ム
則
投
wh

つ
い
て
一

ろ

合
か
ん
ば
い
ま

一
議
官
悦
生

慨
に
付
ぼ
位

い
た
し
ま
し
た
為
で
な
い
も
曲
が
あ
る

-Z
瓦

官

三
十
四

t品

工
由
一

;
a

な
E
山
払
し
て
い
る
諸
凶
則
Mm
示
位
蹴
に
う
い
て
は
未
定
で
す
一の
掛
合
で
も
生
肢
反
別
的
問
凶
一予
定
f
A

t

一

ι

白

川氏
自
た
め

-A
・
一十
六
“
上
京
一@

帆
泊
拝
上
れ
抱
抑
二
次
計
一も
あ
り

市
ダ

"
l
m
制
御

で
は
一@

利

加

川
悦
楓
州
誌
に

っ
こ

tι

一

一

し
一

M
rF

コ
月
七
H
M開削
L
ま
し
た
.

一

副

〔刷
印
刷
民
凶
O
O町
一い
け
な
い・

一

て

一

:

一

一

一

、、ph

接
倒
的
主
な
る
も
の
浪
曲
と
一

i
歩
刑
日
出
川比
一
五
O
町
沙
一今
陸
側
首
乞
安
す
る
酬酬
明
か
か
一@

利

別
川
治
水
E
明
暗
魁
比
一

λ

負

担
り
で
す
.

一

)

山
県
胞
に

つ
い
て

一な
り
あ
ゐ
と
叫
は
れ
、
工
品
誘
一

に
つ

し
て

-

」
4

@

利
別
川
流
域
凶
管
か
ん
が
一

昭
和
三
十
五
年
限
よ
り
継
続
一致
匹
社
詳
細
川両
卦
併
究
し
て
決
一岨

日
准

・
む
じ
々
例
治
路
間
一

ノ
一

色
い
総
合
附
発
且
つ
い
て

一笑
随
可
協
の
見
込
C
す
。

一定
し
た
い
.

一

さ
く
に
つ
い

て

一

d
『

北
腕
山
バて
ロ
か
ん
ば
い
弟
=
三
⑥

休
泊
附
さ
〈
に
つ
い

て

一申

告
側
同
u
花
石
山川
(
道
三

@

日

唖

地
区
へ
叫
仙
台
目
白
石
一

PI
-
-

次

官

は

2

2

E

以
つ
一

中
盤
・
1

7

2

第

二

長
り
部

・
2

捌
磁

石

一

)

語

道

路

誌

に
つ
い
一

3

k

a

て
附
是

青

山
悦
術
的
制
査
が
一期
正
明
は
完
了
‘
怖叩
二
期
工
耶
一

路
地
控
平
L

つ
い
て

一

て

一

リ
山、

ιγ

議
め
ら
札
川一
州
二一
士

一均
等
4
一色
2

干

凶
荒
川
よ
り
定
刷
、
こ
一

昭
如
一手
。
川
匂
此
に
泊
品
笠
ゆ

凶
器

診

所
増
集
計
剛
に
一

、

3
7

り
開
古
生
病
め
て

E
C
お
り
三
一の
ほ
か
耳
同
州
‘
白
石
川
仲
渇
b
一に
且川崎
U
U
民
主
主
う
け
、
改
良
(

つ
い
て

一
F

】同

十
五
日民
主

判

長

川
f
し
明
和
一決
定
=
干

同
年
此
よ
り
災
悩
ヱ

工
削

L
E
十
凶
咋
股
よ
り
官
施
一@

紙
世
話
訓
部
山
解
消
に
つ

τ
百

三
寸
J
ハ
H
此
J
り
川
中
来

ι情
ず
一ゅの
.

一の
予
定
.

一

い
て

一

す
る

r山
で

f

一@

背

岬

洲
川
町
改
修
方
に
つ

一@

湖
剛
山
崎明動
市
丹
新
郡
山車
一@

円

治

・
出
球
根

ハ
ス
路
凪
一

町
で
は
、
m
u

白
日
今
世
出
氷
九
回
製
訟
に

一

い
て

一

配
山中
に
つ

い
て

一

に
つ
い
ζ

↑山間
て
、
毎
年
問
問

つ
い
E

一

ω和
三
十
同
行吋
民
J
り
火品
7

一

=
一卜l
凶
作
。
二
月
下
旬
か
=
一一

以
上
由
同
劫
専
は
未
だ
Mm
決
一て
し日
り
ま

rが
、

時
淀
川ι
っ
た
今
世
陥
氷
久
崎
一ャ
ヲ
タ
ペ
川
町
同
部
的
抽出修
んか
一白川
ト
旬
に
引
制
民
車

ι法
也
L
一さ
れ
て
必
り
ま
せ
ん
が
.

一
円凶
↑年
叩
白
一
次
計
陶
b

も
昨
年
内、，A
A
七
十
三
凶
に
積
一決
定
し
ま
し
た
.

一た
が、

こ
れ
と
同
時
に
本
線
尚
一
一
白
貯
rh
し
つ
つ
あ
り
ま
す
.
一今
作
が
そ
の
九
旬
回
で
.

千
三
ード
一h
刊
の
九
凡
に
完
成
山
一@

道
々
M

M
出

・
京
湘
側
肱
一給
ダ
イ
ヤ
の
改
正
hvH仙
力
に
理
一
こ
O
こ
と
は
、
当
町
珂
咋
山
大
一ま
P
-
悩
凶
し
た
一間
前
は、

f
定
で
寸
a

一

下
ハ

カ
{
柿

・
ト
マ

ン
ケ
一羽
生
湖
し
て
出
削
L
Z
縦
続
す
る
一引
令
制
ζ

る
車
盟
な
る
保
判
で
一九
、
九
九

へ
hv
yl
ル
伊

国

高
肢
集
約
的
良
地
区
指
定
一

シ
柿
梨

m
-
つ
い
て

一叫

光

ム口
』が
ん
ば
い
荷
工
に
つ
一
も
あ
り
ま
す
の
で

一
日
も
早
〈
一ま
し
た
.

に
つ

い
て

一

問
怖
と
も
附
相
一一一
十
四
昨
度
一

い
て

一解
決
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
一

太
年
も
直
に
一
一
、
二

心
日
間

引
州
諸

即

日
れ
一れ
氷
川
刈
叶
円

九

川
工
同
誘
一け
一
一削
川
内
1
一

十

時

抗
日
一れ
れ

一

じ

け

矧

紘

一ピ

れ

山
川
町

村
一一
酌

め
て
い
あ
段
備
に
め
る
・

一

致

に
つ

い

て

一

一
致
し
た
川町An
H
=
干

同
年
度
一
に
活
必
ず
る
方
針
で
あ
り
ま
す
一力
川
む
く
い
ら
れ
ζ

、
経

1
3
31
az
J
E
t
-
f
t
J
i
S
Ft

i

j
j
z
f

g
{

1

{
i

t
it

i
e
a
iJ
i
s
t
l

，Ef
i
z
--p
f

i

l
i
a-
-
a
ft
--t
一
々
が
き
っ
立
し
か
つ
て
市
町

込

可

叫

副

利

引

A

l

叶
叶l

叶
パ
1

U

一一一一
一会

5
4一一一一
一山
由
躍

は

次

門

主

見

一
r
↑
1

J

Z

t

』

η

U

H

叫

刷

一

'

I

l

l

i

-

-
1
4
一一一一

-d
t
u一一
一一一一

u

w

i

-

-

-

K
一
仁

ふ

1

4

四

回

-

む

一
間
以コ
-1

1
11
1
1I
l
l
i
-
-1

1
1
1
1
十

一

一

一
止
配
此
ま
炉
型
"
J
h
-

ほ

…

十

一

グ

抑

制

一
日

d

M

抑

的

配

叫

川

川

副

一

諒

一

・
一

u

h

r
r

u
u
一

L

1
一日円
以
仰
が

ね

一
叫
W
司
出

川

』

J4

4

-
4

円

4

U

一
山
川

一

四
二

一
、
入

O
入
一

cs

一

ι
一

一

一
世
れ

一

Jd

L

h

山

し

:

む

r
一{
l

一

一
9
沼山hae
ゐ
た
拍
に
併

八
一

d

ア

1
一
l
1
11

川口
一
十
日

に
ι
I
l
l
i
--
I
l
i
-
-1
1
1
h

市

川

一

つ

を
ハ

O
一
れ
た
拡
紙
生
返
済
4
る
一ー

立

一

1
檎

-
u
山
、

町

一川町
叫
陥

一?

a
げ

6

U

幻

7

5

M

m

一

[
丑

一

一

川町川
可

町

が
聡
念
に
一

刻

一

日

一λ
，
M
o

u

up
目前
1
2

-

一

二

、
六

O
-
一

一
刷
工
し
な
け
れ
ば
必
ら
町

内U
“
:
同
日

t

d
ん即
日

、

円

一

一

な
い
多
〈
出
羽
民間
主
呼
一

議

-

l
υL

i
-
-し

ー
制
l

州

刈

叫

川

ー
か

l
川
町

i
川

川

肝

一一
寸
七
回
三

一
聞
の
収
入
で
は
賄
え
な一

一
二

ui
z

川

一い

--
;

;

;

品

単

凶

、
七
五
七

一
い

伝

説

一

山

一宮

両

J

勺
一川
竹
川
川
パ
バ
り
イ
U

一政事

第
三
次
調
脊一校
五
百
万
円

〈;百52脅)

北
約

山
綜
合

か
ん
ば

ね泊、まいキ員肢f
昭和34牢2月15日発行

借 入 目

日
d
q

討
り
刈額

表臨
見

制
綱

引
岨償

針
一

1ft H町

;足掛税 l日

本却i紋

般

住
紋

生

施

憧圃

術

背

信
会

蝕

故

公
社

保

F令償対策

(ご)

別変④

u、
ー ーーーー一一一一一ー・ー.

e9 凶

O 九八<--
問
、
入
凶
六

~ 
J、

五
.

一
六

五

a

、.
JJ 

O 

四

J¥ 

f!， 

元
利
低
調
刺

‘
ι
f
 

乞

J
噌

¥， 

一"
お

し

ら

せ

帥

一一
併

い

円

一

今

一心

公
仙
川H
日国
で
は
一一
狩

月

…

川

一今
般
抗

告

訴

事
忠

一一
律

ふ

v

一川引
帆削
占
uN
附
悦
鴨
川
町本
乙
一
回

{

日

刊

一よ
川
町
N
t
h
う

こ
と
と

一
鍵

U

別

!

?
四

一段
り

u
u
t
h
rp
御
利
山
一
一

T

-

V

業

ιれ
却

M
一

一下
草
い
.，

二

コ

F

別

峨

=
一

一

一

そ
白
地
に
つ

い
て
も
民
一一
z

b

山

脈

問

[
1

一

一

一盛
由
貿
凶
よ
り
有
利
で
す
一一

帯
、

市

川

:

eb

一

一

一
白か
ら
お
山
で
白
I
動
制
限
一
司
伊
水

両
λ
μ

W

M

F

者

若

者

一

「

一

弘

氏
匂

目

3

一

「

一

下
さ
い
。

，

ご

叫

E

職

公

一山山
積

一

一

一

樹

-生

某

E
一
一

一

川

J

一世
工

」

一

一に
聞
か
り
、
色
紫
枕
糖
、

映
さ
一与
え
る
竺

山

再
開

剣

山
両
陣
一

一
ー

一

つ
り
士
品目

7
5
が
長
い
・

一
白
外
ド
ルヱ
同
保
設
山
役
自
主

r

h

l

別

」

ー

し

一帰
宅

、
2

f

2

4

2

T

z

f

て

澗

A
L

川
町

長

尚

肉
、
寸
し

れ

M
l
u刊

誌

十

間

開
下
l
i

l

l

a

一

1
41れ

て
い
な
い
で
一う
だ
い
‘
師
小

に

は

ど

長

一?

で
む

も
の
z

i

一判
盟
強
い
の
で

抱

裂

と
な

ら
1

い

人

一l
J
f
a

一」

の
名
士
供
出
向
い
た
手
拭
が
一宅

こ

れ
は
死
ん
花
組
織
が
登
-
Q
こ
と
が
あ
る
の
E
E
H

d
て

紘

一、一

以

l
A相

一

也
山曜
日
ぷ
叫
は
「
何
H
何
d
に
一お
土
佐
に
山
た
と
い
い
ま
す
・

一る
ま
で
に
二
l
三
越
川
か
か
り
一い
け
な
い
a

間

ト

、
1

F
'J

冠

制
干
す
る
」
と
義
場
一官
…即
掛
川
一

こ
ん
?
と
は
供
応
に
あ
た
一そ
の
後
新
し
い
肉
が
品
川か
る
の
一

守
的
他
・

向
イ

ン
，

bEE

E

つ
、
C

一会
が
公
表
す
る
ま
で
は
、

一
切
一る
の
は
加
納
1

・
何
む
川
さ
一z

t

ら

相
当
H

2

2

一た
り、

話

士
ワ
け
た
り
す
る

酬
耐
久

J
jp
'
u
，

可
き
な
い
の
で
す・

一な
い
で
も
「
制
み
ま
す
」
と
ま
す

し
か
も
必
ず

3

2

t

F

、
こ
れ
b
は

5
3
5

開

仁

一

そ
れ
以
前
に
す
川

と

極

的
一陪

-a附
し
て
歩
く

こ
と
は
、
一鳴
し
、
加
で
は
互
に
耐
富

士

山拙
一ん
で
い
る
の
で
問
者
自
効
川宏

明
ー
白
に
お

ど

れ
て
き
て
お
り
一週一
蜘
」
と
い
っ

て
割
却
に
き
リ
一
ニ
れ
は
J
別
勘
附
で
す
・

「舟
一
T

」と
が
品
る
・

一日
か
に
収
け
ん
作
仰
が
あ

n出世

}
，o

一

1
・

2

〈

し
た
ら
に
代
つ
一が
に
も
来
な
い
』
と
い
う
ニ
と
一

火
宅

告

す

る
の
は
大
人
一号

世

同

情
す
る
日

が

あ

切

れ
日
開

問

山

十

州

市

ω一日
刊

訂

山

口

け
山
口
肘
一川
被

に
J
M
此
し
な
い

由
ぺ
一ね

訪

問

♂

げ

が

一

A品
川
M
M
Mい
も
第
守

山明
・
〈
ほ
か

η
で九
は
く
・
山
主
柑

一品
化
守
h
k
い
と
い
う
D
叫

一

公
哨
滋
m
h句い
う
こ
と
が
し

一
こ
と
が
多
い
@

-皮

-Kω・
第
二
陣
式
仰
の
純
い

地
化
仕
切
論

ω
こ
え

水
制
詞
ぜ
一h
t
〈
L
4
宮
山瞬
、E

H
〈噌叫
一h
れ
川
し
て
か

b
・
も
吾
七
年
一

し
か
し
火
一偽
山
肢
が
向
け
れ
一も
の
と
一

時
的
に
行
う
方
法
で

な

型
地引の
水
不
見

t
I
制
す
る
一て
い
る
が
!り
ピ
あ
の
・
ま
た
こ

一吋
ど
に
な
り
よ
ヨす
@
次
郎
次
第
一ば
も
っ
と
少
く
て
h
托
亡
す
る
一水
ほ
う
の
大
き
い
由
が
出
来
た

J
-
と
と
も
乍
ゐ
&
け
c
f・

一D
V
E
仕
入
が
笥
湿
し
た
ら
ど
一に
成
栄
も
上
が
っ
て
米
て
い
る
一死
亡
す
る
白
U
大
体
内
入
時
附
一ら
以
上
』
方
法
b

寄

っ
て
よ
い

有

地
叫
で
且
だ
た
由
主

寺
前
一
の
よ
う
な
こ
と
生
す
る
か
わ
か
一自
t
r
が
、
も
う

一
息
と
い
う
一前
後
ζ

多
い
と
云
わ
れ
て
い
る
一が
両
院
え
ゆ
〈
べ
き
で
あ
る・

官

一
石
三
、
同
地
H
2

2

-1

2

.

一と

i
cr・
7

t

'

す

一

一

一

句
治

療

e

一

砲
に
先
制常
化
使
刊
す
る
な
ら

T

z

r

に

町
が
毎
年
力
一

二
会

人

た
ち
ょ
5

4
曲
一

帰
人
の
蝶

2

A

党
と
か
誰
一

火
向
も
宇
山
一訴
す
と
お

?

一躍

語

、

m

前

器

等

中
性

T
t
r内
MH
b
こ
こ
に
あ
る
一白

や
り
方
b
い
ろ
い
ろ
d
尭
し
一
々
と
か
投
説

rる
人
川
決
っ

て
一ず
で
あ
る
か
ら
消
協
は
必
ず
お
一的
判
純
白
少
い
も
の
生
但
陥
し

広

け
で
す
.

F

一江

り
ま
し
て
、

;

z

t
一
い
な
い、

い
わ
ゆ
る
が

震

が
一れ
向
こ
と
・
し
か
も

品

は

2

2

か
ら
二
百
盟

主

は

唆
z

一ぱ
ば
M
Lま
く
よ
け
九
U
F
E
U
aし

一長
山
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
し
て
右

中
E
a内最
も
値
胤
で
あ
。
由
一州

高
水
で
槻
布
白
う
た
い
す
る

咋
l

i

l

l

1

J

一な
し

eし
ょ

J
人
間
品

一候
M
百
は
い
ろ
い
ろ
ほ
手
で
尚
一て

一

講
習

少

い

7

2

6

も
よ
い
.

ペ
ニ
ー

ン
事

叫
川
M
刊

泊

m

H

M

一

一し
も
持
っ

て
い
る
放
と
い
う

L
一へ
魁
b
L

抱
S
A
ら
う
と
し
ま
す
一
ロ
(
亦
ヲ
ン
キ
)
が
よ
〈
L
か
一は
尚
雌
依
田
人
付
絶
対
値
川
し

桝
幻
.珂

叫
刷
出
H
四
一

一伯
を
う
♂
〈
利
川
し
ま
す
・

一が、

ニ
ん
ど
の
諸
般
こ
そ
、
し
一も
こ
れ
は
乾
か
す
明
川
も
あ
る
一な
い
功
、

シ
畠

ツ
タ
温
1

:

問
ト
ト
ー
ー
い
い
|
||
川
一

一

あ
る
府
脚
で
は
ニ

ん
危
ニ
と
一つ山
V

り
し

に
川
念
企
も
っ
て
企
一

家
磁
E
応
念
問
に
同
問
、
週
一な

〈
て

ll
υ
~
:

園

内
川

川

ぺ

川

川

川

|
川一

一が
あ
り
ま
し
た
.
「

2
民
雄
一有
価
岩
山
中
役
、
あ
る
婦
人
主

的
お
ろ
し
.
味
を
・
州
t
z

d
一
t

主
こ
と
が
ι

t

.

怖
い

i
似
lJI131
初
11
111川
一

一揖
芸
品
企
式
』
と
い
う
の
が
会
一公
明
逃
域
的
中
心
に
な
っ
て
し
一る
が
ζ

れ
川
崎
引
k
u

'
l

i

;

叩山e

-hr
t

日

J

m

一

一蹴
一二
百
円
で
附
か
れ
ま
し
た
@
一っ
か
り
し
た
巡
出
金
し
て
付
し
一品川山
町
、
む

1

、ιり・
仇
械
化

則

一

一

な
る
同
ど
制
服
者
か
ら
二
百
一
い
も
心
で
す
.

一
・
1
1、

ーl
i
l
i-
-

-

-

J

一円
ず
つ
徴
収
L
K
の
で
す
が
立

}

一

2

6

2

5

5

3

1

1

 

0
ぃ山
i山
iM
lm
ω

M

M

一

一

ーl

h

一

Z
2

2

1

4

3

1

m

一

一

5
・
A
K
-
-
-
J

.

a
-
a
y
・
4
ト

E

E

一

v
y
，

一

一

一
回
湾
寸

係
閣

U
V
弘
υ

バ
宜
的
刈

詰

Z
F

一

何日
3

9

0

1

2

3

也

-

-H-弘
主
剛
に
は
火
傷
か
多
い
一極

矧

T
2
・

一

戸同区
h

怜

凶
行
戸

し

つ

火
山崎
雲
一
匹
で
や
艇
に
治
低
一

1
、
第

一
覧

悩

一

一下

1
1

1
pi
1
1
1
1
1

一も
出
字
。
し
見
見
出
際
万
訟
に
一

皮
雌

ω
税
同
記
-げ
が
川誕

生

-・ 町民D主融 量調として、皆さんに高艇に ・-

・・ 刺/11え れている企 f.t i1i ~ ， 人"，; i :'.. :<、 'Í. ~ fl • .. 

.・ 由予算金もって組鑓され.制。:までに正弘 ・. 

. jl，・，

。

車車問4!4肱

険常時みλiti.lE1

• 

. 
• 

AW 

-
-

4

3

d

4
J
k

.
 

r一
u
h

'

AW

訴
す

a

・

..1誌時 i

。

• 

• 

/挙

国'f
E
 

J
 、， ' ~， '''-ぜ司、‘t ‘......-，・


